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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Optimizing simulations for complete denture treatment」について、上記の主査１名、
副査２名が個別に審査を行った。 
 
平成元年から推進している 8020 運動により日本の一人平均喪失歯数は減少しているが、現在も総人口 1 億
2710 万人中 660 万人の上下無歯顎者が存在し、有床義歯に関する教育・研究および臨床の必要性が高まっ
ている。本研究は、義歯調整時の診療風景をビデオカメラ記録し、その診療データを元にタイムテーブルを
作成し、担当医・患者・アシスタントの診療内容を組み替えてシミュレーションを行い、診療中の患者・ア
シスタントの「空白時間」を有効利用できる診療手順を明らかにすることを目的としている。被験者は上下
無歯顎の総義歯装着患者 31 名(平均年齢：81.7 歳)、担当医 14名(平均臨床経験年数：9 年)、アシスタント
2 名(平均臨床経験年数：1.3 年)とした。平均診療時間はシミュレーション実施によって 2.4分(8.3 %)減少
し、担当医・患者・アシスタントの「空白時間」もシミュレーションを実施することで有意に減少した。 
以上の結果から、シミュレーション実施により患者・アシスタントの「空白時間」を有効利用できる診療
手順を明確にすることができた。この診療手順を基本とし診療を行うことで，必要な処置の欠落・不必要な
検査の介入などを防止し，漏れと無駄のない安定した医療を提供できる可能性が示唆された。 
本論文の審査において、副査の高橋委員および弘中委員から多くの質問があり、その一部とそれらに対す
る回答を以下に示す。 
 
高橋委員の質問とそれらに対する回答： 
１．今後この研究をどのように発展させていくのか。 
(今回のシミュレーションで得た結果から、患者・アシスタントの「空白時間」を有効利用するための診療
手順を提案させていただきました。この診療手順を基本として、診療を行うことで必要な処置の欠落・不必
要な検査の介入などを防止し、漏れと無駄のない安定した医療を提供できるのではないかと思われます。し
かし、提案した診療手順には診療行為を追加してほしいなどの問題点も認められると考えられます。したが
って、提案した診療手順に沿って診療を行い、今後改善していく必要があると考えられます。) 
 
２．理想的な診療時間について説明せよ。 
(2010年の公益社団法人日本歯科医学会のタイムスタディー調査より大学病院での義歯調整時の平均診療時
間が 25.6分であることが明らかとなっています。また、本研究での総義歯調整時の平均診療時間は 28.8 分
でした。これより、理想的な診療時間が何分であると断言することはできませんが、30分以内で漏れと無
駄のない医療を提供することが理想なのではないかと考えております。) 
 弘中委員の質問とそれらに対する回答： 
１．中間報告会から変更・工夫した点について説明せよ。 
(中間報告会で説明させていただいたシミュレーションで得た結果から、患者・アシスタントの「空白時間」
を有効利用するための診療手順を提案しました。また、本研究で、31症例中 22症例も義歯調整時の診療内
容に不備があることが明らかになりました。この診療手順に沿って診療を行うことで、診療内容の不備を減
少させられるのではないかと考えました。) 
 
２．「空白時間」はあってはならないと考えるか。 
(「空白時間」が全くないものが理想的な診療であるとは思っていません。患者の個人差もありますが、多
少の「空白時間」は必要であると考えています。しかし、「空白時間」がどのくらい必要であるか明らかに
なっていません。そのため、まずは「空白時間」を減少させ診療内容を充実させることが可能であるかシミ
ュレーションを行いました。) 
 
両副査は、上記を含めた質問に対する回答が、いずれも満足のいくものであることを確認した。 
 
主査 長谷川委員の質問とそれらに対する回答： 
１．本論文はディスカッションを細分化して考察しており、このような論文は大変ユニークだと思われる。
この書式を採用した理由を説明せよ。また、このような書式の前例を挙げよ。 
(ディスカッションを細分化して考察する方法をとった理由は、細分化して考察したほうが、論文を読む方
が分かりやすいのではないかと思い、この方式をとりました。 
この書式をとっている論文は 
1) Sato Y, Kitagawa N, Hattori Y, Yamashita S, Tamaki K, Nakamura T. Effect of Clinician's Experience 
and Degree of Difficulty on Chair Time for Complete Denture Treatment. J Prosth Soc. 52:457-464, 
2008 (in Japanese). 
2) Shichita T, Sato Y, Kitagawa N. Actual and Estimated Chair Time by Dentists for Complete Denture 
Treatment. J Prosth Dent. 3:360-368, 2011 (in Japanese). 
があり、他にも多数認められました。) 
 
２．本シミュレーション研究から得られた治療手順を実際の患者に実施して検証したか。 
(タイムテーブル上でシミュレーションを行うことで、患者・アシスタントの「空白時間」を有効利用で
きることが明らかになりました。このシミュレーションで得た結果から、患者・アシスタントの「空白時間」
を有効利用できる診療手順を提案致しました。この診療手順に沿って実際に数名の患者の診療を行いました
が、診療項目を追加してほしいなどの問題点が多く、アンケートをとる段階まで達しませんでした。今後、
この診療手順に沿って診療を行い、問題点を改善していく必要があると思います。) 
 
主査の長谷川委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確
認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
